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◎コロナ禍の修学旅行 

  ５月１０日（火）～５月１２日（木）、３年生が北九州方面へ修学旅行に行きました。ホウステンボス、

ブリックホールでの被爆体験講話、長崎原爆資料館・平和公園での平和学習・長崎市内での班

別行動、稲佐山展望台での夜景見学、長崎長与町での学級対抗ペーロン競争などを行いまし

た。今回の修学旅行は、１５名の実行員を中心に、感染防止対策をどのように取り組み、安全に

実施できるかを何度も会議を重ね臨みました。そして、２泊３日の修学旅行で次の３つのことを学

習しました。 

１つ目は、「平和学習」です。被爆体験講話、原爆資料館を見学した後、爆心地において「平和

セレモニー」を行いました。黙祷をささげた後、平和への願いを込めた平和宣言を行いました。 

２つ目は、「社会の繋がり」です。１日目に訪れたハウステンボスでのことです。生徒が配られ

たミールクーポンで遊んでいたときレンガの石畳の隙間に入ってしまいました。係員の方がレンガ

を外して無事に取り出せました。財布がハウステンボスの事務室に届いていると、添乗員さんに

連絡がありました。財布の中には、３年生の先生が用意した連絡先の紙が入っていて、無事に返

ってきました。財布を拾って届けてくれた方に感謝です。バスガイドさんも子どもたちに優しく笑顔

で接してくださいました。生徒たちにとって一生に一度の修学旅行が最高の思い出となるように

と接していただいている姿に、たくさんの方々と繋がっていることを実感させられました。 

3つ目は、「仲間との繋がり」です。みんなが安全・安心な修学旅行となるために呼び掛ける実

行委員の姿と、それにしっかり応えようとする仲間の姿を何度となく目にしました。誰かに「注意さ

れるからやる」のではなく、実行委員の「思いを受け止め行動できる姿」に、集団の絆を感じまし

た。 

２泊３日寝食を仲間と共にする中で、大きく成長し、みんなの絆が強く結ばれた修学旅行となり

ました。３年生はこの修学旅行を新たなスタートとして、鹿島中のリーダーとしてさらに成長してく

れることを期待します。また、３年生の後ろ姿をしっかり見て成長する１、２年生の姿も楽しみにして

います。 

◎就学援助申請は各家庭でお願いします 

  １２日（木）「令和４年度就学援助について」のプリントを配布しました。申請期間は、５月２７

(金)・３０（月）・３１（火）９時から１１時・１３時３０分から１７時。３０日（月）は１９時まで。申請場

所は、市役所分庁舎です。就学援助の申請は、各家庭でお願いします。なお、申請は毎年必要で

す。よろしくお願いいたします。 

◆５月７日（土）第１７回ダンロップカップ東播地区中学校団体ソフトテニス大会が吉川総合公

園で行われました。成績は、次の通りです。 

   ☆男子 優勝   

村山 勝哉（３）・熊野 泰成（３）、仁賀奈 愛斗（３）・藤井 俊輔（３）  

松本 啓吾（３）・坂上 優太朗（３）、八田 稜世（３）、安友 和哉（３） 

☆女子 優勝   

     永吉 りのあ（３）・須賀 咲耶花（３）、藤井 愛結（３）・浅越 しおり（３） 

     長谷中 ゆりあ（３）・山下 未結（３）、鈴木 莉帆奈（３）・森田 愛梨（３） 


